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国交省「第一回水災害調査・対策検討委員会」＠本省，2026/9/18

令和8年8月千葉豪雨
の洪水氾濫状況

東京理科大学 二瓶泰雄

創域理工学部社会基盤工学科 教授

総合研究院マルチハザード都市防災研究拠点長

E-mail：nihei@rs.tus.ac.jp

千葉豪雨により犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表しますとともに，被災された皆様に
心からお見舞い申し上げます．本報告の内容は速報版であるため，今後，修正があること
をご了承ください．
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本発表の要点本発表の要点

１）氾濫状況に3つの地形が影響

「局所的なくぼみ」，「大局的な地形（谷津）」，「線構造物の盛土」

２）新しい内水氾濫形態の発現

従来の「貯留型」から人的被害に直結する「流下型」内水氾濫

３）車両通行データ利活用による被害軽減

リアルタイムに「通れない道路」が分かれば被害軽減に大きく寄与

１．降雨状況（解析雨量，降雨再現期間の算出）

２．氾濫状況＠南白亀川・小中川（大網駅周辺）

３．都市部の内水氾濫＠蘇我駅周辺

４．今次内水氾濫の流況パターン

５．放置車両発生位置の冠水状況と車両通行状況
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1．降雨状況（解析雨量コンター， 2026/8/13 12時-8/14 12時）

1h雨量 累積雨量

協力：M2大埜

3 1．降雨状況：1h最大，24h雨量

1h雨量最大値 24h雨量

Max:135mm Max:565mm
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協力：M2大埜
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1．降雨状況：再現期間推定結果1）

中央値128～216年
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51mm 126mm 194mm 227mm 245.5mm
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協力：M2久保田1）JICE水文統計ユーティリティーhttps://www.jice.or.jp/tech/software/rivers/hydrology

千葉：全て時間雨量の再現期間大 ⇒ 様々な集水域スケール
（局所窪地～谷津～中小河川）の氾濫・浸水に影響
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国道128号

JR東金線・外房線

浸水範囲（SAR画像より）

２．氾濫状況：南白亀川・小中川（大網白里市）

SAR画像（Sentinel-1）に

よる浸水範囲推定
（2026/8/14 5:42撮影，

解析：理科大）

氾濫範囲が
海岸線と平行

JRと国道，河川堤防
の線構造物が

氾濫流を堰き止め

協力：M2大埜，B4西尾
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２．浸水深コンター（南白亀川・小中川）

0 1 2 km

赤目川
流域

農業用
排水路

右岸堤防で氾濫水を湛水

1.4m

小水路（幅1m）からの氾濫

河岸侵食（左右岸）

小中川

金谷川

小水路

河川・道路・水路が
一体的に流下

大網駅

協力：M2大埜，B4千田
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流域面積（合流点上流）
小中川：6.22km2

金谷川：4.08km2

農業排水路１（小中川）：1.36km2

農業排水路２（金谷川）：0.95km2

２．大網駅周辺（小中川上流）の河川・水路
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標高
[T.P.m]

小中川

金谷川

小中川・金谷川
合流点

大網駅

排水路２

排水路１

大網駅

金谷川
排水路２

排水路１

標高から見る谷津の特徴

小中川

河川・水路の流入状況

流域面積が同オーダーの２河川・
２水路の計4本が大網駅周辺で合流

☆谷津とは
・台地が浸食され形成された谷地形
・低地：一般に水田として利用（谷津田）
・地域により名称が変化（谷戸（神奈川）， 谷
地（東北・北陸），洞（岐阜），迫（九州・中国）)

全ての河川・水路が谷津の低地
に沿って流下

大網駅

谷津
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２．南白亀川・小中川の痕跡水位縦断分布

合流点からの縦断距離[km]
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小中川排水路2

溢水・越水

溢水・越水

0 1 2 km

排水路2

中・下流域
内水氾濫が主

上流域
外水・内水氾濫

洪水痕跡
堤防高
河床高

上流域：流下能力超過の越水氾濫 中・下流域：溢水・越水はほぼ無． 協力：
M2大埜
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研究室学生（山中君）8/13 22:18撮影

蘇我駅

千葉駅

1）https://raillab.jp/station/1692#google_vignette, 2)駅商圏
分析ナビhttps://www.gleasin.jp/station/station-6ac3dca5c5-
004283-jr-east, 3）内閣府https://www.bousai.go.jp/updates/
r8chiba_ooame/pdf/260827_1000.pdf,

・乗降客数2） 平均62,656人/日
（※千葉駅：約20万/日），柏駅：約23万/日）

・帰宅困難者 約4,000人
・自衛隊への救助要請（8/14 5時）3）

当日の様子蘇我駅周辺の路線図1）

３．都市部の内水氾濫_蘇我駅：（１）概要 10

日本池
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３．都市部の内水氾濫状況_蘇我駅：（２）痕跡浸水深

実測の痕跡浸水深（点）と標高コンター
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協力：M2藤野
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３．都市部の内水氾濫状況：痕跡水位の縦断分布
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谷津頂部

洪水痕跡
地盤高

・局所的な窪地で浸水深大

・勾配：上流1/21，低地1/189
⇒「見えない」急流河川

・浸水深：低地0.26m，駅山
側0.67m，駅海側：0.20m
⇒鉄道盛土の堰上げ効果，
⇒ 谷津地形影響で山側の
  浸水深大

・低地部推定流速※：
0.9-1.8 [m/s]

（n=0.04～0.02[m-1/3s]）
⇒高流速の氾濫発生

平均0.26m

平均0.67m
平均

0.20m

※マニング式 𝑣 =
ଵ

௡
ℎതଶ ଷ⁄ 𝑖଴

ଵ ଶ⁄
局所窪地，谷津，鉄道盛土が

内水氾濫パターンに大きく影響 協力：M2藤野
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４．今次内水氾濫の流況パターン（佐倉市上志津）

Flow

1）https://video.mainichi.jp/detail/videos/%E3%82%BB%E3%83%AC%E3%82%AF%E3%83%88/video/6403377991112

千葉県佐倉市上志津

・この坂の下にて人的被害発生．
・水が坂を下ってどんどん流れ、車やバイクも流された2）．
・被害者が坂道にて流されたとの目撃情報有（住民より）
・流速：少なくとも2m/s以上

協力：D3窪田
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勝田台駅

勝田川

集水域
2.01km2

Flow

撮影
箇所道路

集水域界

標高 [T.P.m]
18 20 22 24

・撮影地点：谷津低地部．
・集水面積は2 km2と大きい．
・氾濫水は道路経由で調整池
に流入

４．今次内水氾濫の流況パターン（佐倉市上志津）
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1/217

調整池
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水面形

谷津上流 調整池

当日の様子撮影箇所周辺の標高コンター

・低地部で滞留せず調整池へ流入
⇒下水道経由で調整池が満水前に道路から氾
濫水が流入．従前の調整池機能が発揮せず．

・低地部推定流速：1.12～2.25[m/s]
⇒低地にて高流速で流下

協力：M2釜坂，D3窪田

調整池に流入

道路氾濫流

洪水痕跡
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４．歩行・車の移動限界曲線と今次氾濫の比較
・歩行者1）・車両2）の移動限界を表示．今次氾濫の実測値（流速は推定）もプロット

不可

可

大型車

小型車

今次氾濫（佐倉市上志津）

今次氾濫（蘇我駅・山側）

・移動限界：歩行者＞小型車
・今次氾濫では上回る結果 ⇒速い内水氾濫の発生

1）https://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/saigai/tisiki/chika/pdf/g-11_g-14.pdf
2）AR＆R:Shand, T.D., Cox, R.J., Blacka, M.J., Smith, G.P. Australian Rainfall and Runoff (AR&R). Revision Project 10: Appropriate Safety Criteria for Vehicles. Report Number: 
P10/S2/020, 2011.

データ追加予定
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従来：
貯留型

内水氾濫

河川側由来
下図の出典：
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/suidou/s0110109
6.html

道路面

flow

地表流
高流速，大水深

流速大

空気圧
上昇

今次豪雨：
流下型

内水氾濫

R8千葉豪雨

R1東日本台風・
川崎市武蔵小杉等 2000年東海豪雨等

４．内水氾濫パターンの分類

流下能力由来

単位幅流量（＝水深×流速）

ほぼ0

小（歩行
可能）

大（歩行
不可）

清水義彦先生（ICHARM），田中規夫先生（埼玉大），大槻順朗先
生（山梨大）らの検討中（R8年千葉豪雨災害調査団メンバー）
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５．放置車両と車両通行状況：(1)発生位置

SNS画像から放置車両が写っていた位置・台数を特定（39地点，181台）

浸水車両

主要道路

海沿いの国道だけ
でなく，山側の道路
でも見つかっている

協力：M2安東，坂東，下村，久保田
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５．放置車両と車両通行状況：(2)特徴

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2
最大浸水深[m]

0.99±0.49[m]

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

集水面積[km2]

0.40±1.06[km2]

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

内水＆外水比率

内水

外水

中央値0.8m
⇒どの車両種類で
も移動限界を超過

平均値0.40㎞2と大
きい⇒谷津の存在
（約半分が谷津内）

内水（87％）
が卓越

協力：M2安東，坂東，下村，久保田
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～放置車両地点と通行実績無道路1）の比較～

５．放置車両と車両通行状況：（５）放置車両位置と比較

1）Traffic flow (Tomtom社)を用いて，8/13 16:00-24:00の間の15分間に一度でも通行台数指標＝50を記録

39地点中35地点で
通行実績無（約9割）

車両通行データで氾濫状況のリ
アルタイム推定可能性大
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＜車両放置地点＞

通行実績無

通行実績無（周辺，TF有）

通行実績無（周辺，TF無）

通行実績有

＜道路＞

通行実績無

通行実績有

協力：
M2石橋

本発表の要点本発表の要点

１）氾濫状況に3つの地形が影響

「局所的なくぼみ」，「大局的な地形（谷津）」，「線構造物の盛土」

２）新しい内水氾濫形態の発現

従来の「貯留型」から人的被害に直結する「流下型」内水氾濫

３）車両通行データ利活用による被害軽減

リアルタイムに「通れない道路」が分かれば被害軽減に大きく寄与

今後の対策案今後の対策案

１）内水ハザードマップの高度化

道路線形の扱い．格子幅の高解像度化，3つの地形考慮

２）人的被害軽減のための大雨時の交通規制

流下型内水氾濫発生場所の特定と交通規制

３）リアルタイム車両通行データの利活用

各交通量，千葉市地下道監視システム，冠水センサをカーナビ等と連携

４）災害時の画像・動画の収集システム確立（千葉県実施中）
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